
環境整備作業（休憩施設ガム取り作業）の作業手順書

重篤度
可能性の
度合

リスク評
価 優先度

・前日の引き継ぎ事項の確認 ・前日の作業日報の確認
・作業人員の確認（作業員２名） ・当日の出勤者の確認
・作業打ち合わせ ・作業範囲、時間等の確認
・道具類の確認 ・材料等不足がないか確認
・車両の確認 ・異常等がないか確認（タイヤに異物・パンクの有無）
・作業エリアへ移動 ・速度・一般車に注意（エリアへの流入、流出時を含む） ・車両による事故が起こる 4 1 5 Ⅲ ・法令順守で安全運転
・ガム汚れ箇所の確認（必ず２名一組で数量確認作業を行う） ・落とし物、忘れ物に気を配る。

・作業場所をチョークで印をつける。
（周囲を確認し箇所数をカウントする）

・洗浄機を準備 ・専用台車に組み付け、試験運転を行う。

・洗浄作業 ・移動しながらの作業となるのでお客様に注意する。 ・お客様にぶつかりケガをさせる 1 3 4 Ⅱ ・補助者１名が周囲の確認をする
・作業員が排気熱により火傷する 4 1 5 Ⅲ ・発電機の排気熱に注意喚起する

・消耗品取替時のケガに注意する。 ・ワイヤーブラシでケガをする 1 3 4 Ⅱ ・ブラシ交換時ゴム手を必ず着用する

・破損箇所、その他異常を発見した時の報告 ・不測の事態等があれば、ホウ、レン、ソウ（報告・連絡・相談）
　をする。

・道具類の片付け
・移動または帰社 ・道具の忘れ物はないか確認
・巡回日報の記入 ・本日の清掃日報の確認
・各項目のチェック
・引継事項の申し送り ・報告事項が有れば、多治見事務所・担当者へ連絡する

注意事項
・不審物・忘れ物を発見した時は、マニュアルに従う

・作業状況写真を撮る。

リスク低減措置

準　備　工

作　　業

その他

後片付け

内　　　　　　　　　　　　　　容 留　　　意　　　事　　　項 危険性・有害性の洗い出し


